
18

年
は
夏
か
ら
冬
と
い
う
よ
う

な　
天　
候　
で　
11
月　
に　
は　
初　
雪　
を　

見　
ま　
し　
た　
。　
但　
馬　
に　
生　
ま　
れ　
、　
年　
老　

い　
て　
但　
馬　
に　
帰　
り　
、　
す　
っ　
か　
り　
但　
馬　

が　
好　
き　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
情　
報　
誌　

に　
よ　
っ　
て　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
地　
域　
の　
息　

吹　
を　
感　
じ　
て　
い　
ま　
す　
。　
多　
く　
の　
方　
々　

に　
地　
域　
の　
美　
し　
さ　
、　
良　
さ　
、　
元　
気　
さ　

を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

生
野
町
　
足
立
恭
一
さ
ん

ッ　
ポ　
ン　
料　
理　
を　
求　
め　
て　
、　
お　
じ　

ろ　
ん　
へ　
行　
っ　
た　
け　
れ　
ど　
、　
残　

念　
な　
が　
ら　
保　
養　
館　
に　
は　
な　
か　
っ　
た　
で　

す　
。　
イ　
ベ　
ン　
ト　
イ　
ン　
フ　
ォ　
メ　
ー　
シ　
ョ　

ン　
の　
コ　
ー　
ナ　
ー　
で　
、　
各　
施　
設　
の　
年　
末　

年　
始　
に　
開　
館　
営　
業　
し　
て　
い　
る　
の　
か　
記　

載
し
て
ほ
し
い
で
す
。

大
阪
市
　
足
立
政
博
さ
ん

も　
「　
遠　
阪　
峠　
」　
に　
は　
想　
い　
出　
あ　

り　
で　
す　
。　
ぐ　
に　
ゃ　
ぐ　
に　
ゃ　
カ　

ー　
ブ　
の　
連　
続　
で　
酔　
い　
そ　
う　
に　
な　
っ　
た　

も　
の　
で　
す　
。　
頂　
上　
に　
は　
ド　
ラ　
イ　
ブ　
イ　

ン　（　
？　
）　
が　
あ　
っ　
て　
、　
よ　
く　
休　
憩　
し　
た　

も
の
で
す　
。　三

田
市
　
岡
本
純
子
さ
ん

国　
の　
香　
川　
か　
ら　
岡　
山　
に　
嫁　
ぎ　
、　

中　
国　
・　
四　
国　
地　
域　
の　
観　
光　
地　

な　
ど　
は　
割　
合　
良　
く　
で　
か　
け　
て　
い　
ま　
し　

た　
。　
東　
の　
方　
面　
で　
は　
神　
戸　
・　
大　
阪　
・　

京　
都　
・　
名　
古　
屋　
・　
東　
京　
・　
仙　
台　
な　

ど　
、　
つ　
い　
大　
都　
市　
に　
目　
が　
向　
い　
て　
い　

ま　
し　
た　
が　
、　
４　
年　
前　
息　
子　
の　
嫁　
を　
姫　

路　
か　
ら　
迎　
え　
、　
が　
ぜ　
ん　
兵　
庫　
県　
に　
興　

味　
を　
持　
つ　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
よ　

く　
よ　
く　
見　
れ　
ば　
、　
兵　
庫　
県　
は　
と　
て　
も　

魅　
力　
に　
満　
ち　
た　
県　
で　
す　
。　
瀬　
戸　
内　
海　

か　
ら　
日　
本　
海　
ま　
で　
、　
海　
や　
山　
、　
変　
化　

に　
富　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
積　
極　
的　
に　
情　
報　

誌　
を　
収　
集　
し　
、　
そ　
の　
地　
の　
歴　
史　
的　
背　

景　
と　
か　
特　
産　
な　
ど　
調　
べ　
て　
で　
か　
け　
ま　

す　
。　
昨　
日　
は　
日　
帰　
り　
で　
神　
鍋　
高　
原　
を　

楽　
し　
ん　
で　
き　
ま　
し　
た　
。　
淡　
路　
島　
、　
出　

石　
、　
篠　
山　
、　
湯　
村　
な　
ど　
、　
ど　
こ　
も　
魅　

力　
い　
っ　
ぱ　
い　
で　
し　
た　
。　
ま　
す　
ま　
す　
、　

兵
庫
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

岡
山
市
　
大
倉
和
代
さ
ん

乳
そ
ば
を
読
み
ま
し
た
。
私

は　
道　
産　
子　
で　
す　
が　
、　
父　
が　
よ　

く　
そ　
ば　
打　
ち　
を　
し　
て　
小　
さ　
い　
頃　
か　
ら　

食　
べ　
て　
い　
た　
の　
で　
、　
兵　
庫　
県　
に　
嫁　
い　

で　
か　
ら　
も　
そ　
ば　
が　
大　
好　
き　
で　
す　
。　
ぜ　

ひ　
、　
和　
田　
山　
町　
を　
通　
り　
か　
か　
り　
ま　
し　

た　
ら　
立　
ち　
寄　
っ　
て　
そ　
ば　
打　
ち　
体　
験　
や　

味　
を　
味　
わ　
っ　
て　
み　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　

ま
す
。

赤
穂
市
　
武
村
福
子
さ
ん

月
19
日
に
豊
岡
実
校
卒
業
以

来　
、　
42
年　
ぶ　
り　
で　
商　
業　
科　
３　

組　
の　
還　
暦　
同　
窓　
会　
を　
出　
石　
の　
時　
を　
奏　

で　
る　
ホ　
テ　
ル　
で　
世　
話　
人　
の　
方　
々　
の　
お　

か　
げ　
で　
楽　
し　
み　
ま　
し　
た　
。　
但　
馬　
の　
空　

気
は
す
ば
ら
し
い
で
す
！

尼
崎
市
　
小
路
凉
子
さ
ん

月　
23
日　
豊　
岡　
市　
民　
会　
館　
で　
音　

楽　
祭　
が　
あ　
り　
、　
五　
荘　
う　
た　
ご　
え　

の　
会　
も　
コ　
ー　
ラ　
ス　
で　
出　
演　
さ　
せ　
て　
い　

た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　
一　
年　
間　
千　
葉　
先　
生　

の　
ご　
指　
導　
の　
も　
と　
、　
皆　
さ　
ん　
と　
一　
生　

懸　
命　
練　
習　
を　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
当　
日　
、　

ハ　
ラ　
ハ　
ラ　
ド　
キ　
ド　
キ　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　

が　
、　
聞　
い　
て　
く　
だ　
さ　
っ　
た　
方　
が　
と　
て　
も　

上　
手　
だ　
っ　
た　
と　
言　
っ　
て　
い　
た　
だ　
き　
、　
と　

て　
も　
う　
れ　
し　
く　
て　
、　
広　
島　
の　
娘　
に　
電　

話
を
か
け
て　
し
ま
い
ま
し
た
。　

豊
岡
市
　
梶
原
幸
子
さ
ん

日
、
竹
野
海
岸
方
面
へ
小
旅

行　
の　
途　
中　
、　
但　
馬　
ド　
ー　
ム　
で　

マ　
ロ　
ニ　
エ　
祭　
が　
行　
わ　
れ　
て　
い　
る　
の　
に　

出　
く　
わ　
し　
寄　
ら　
せ　
て　
も　
ら　
い　
ま　
し　

た　
。　
み　
ぞ　
れ　
が　
降　
っ　
て　
き　
て　
神　
鍋　
ス　

キ　
ー　
場　
は　
見　
る　
間　
に　
白　
く　
積　
雪　
し　
て　

自　
然　
界　
の　
厳　
し　
さ　
に　
心　
ひ　
き　
し　
ま　
る　

思　
い　
が　
し　
ま　
し　
た　
。　
会　
場　
で　
は　
つ　
き　

た　
て　
の　
お　
餅　
や　
具　
沢　
山　
の　
み　
そ　
汁　
も　

い　
た　
だ　
き　
、　
あ　
っ　
た　
か　
い　
も　
て　
な　
し　

に　
ホ　
ッ　
と　
し　
て　
小　
休　
憩　
の　
後　
、　
目　
的　

地　
に　
向　
か　
い　
ま　
し　
た　
。　
い　
い　
思　
い　
出　

が
で
き
ま
し
た
。

姫
路
市
　
川
崎
れ
い
子
さ
ん

な
ぜ
？
な
ぜ
？

不
思
議
ク　
イ　
ズ

問
題　

春　
が　
は　
や　
く　
来　
て　
ほ　
し　

い　
と　
思　
う　
気　
持　
ち　
が　
峠　
の　
名　

前　
に　
な　
っ　
た　
温　
泉　
町　
の　
峠　
の　

名　
前　
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

（　
ヒ　
ン　
ト　

９　
ペ　
ー　
ジ　
を　
よ　
く　
読　
も　
う　
）　

但
馬
の
特
産
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ

で
す
。　
今
回
は
生
野
町
、　
和
田
山
町
、　

山
東
町
、　
朝
来
町
の
特
産
品
か

ら　
欲　
し　
い　
も　
の　
を　
ひ　
と　
つ　
だ　
け　

選　
ん　
で　
、　
ご　
応　
募　
く　
だ　
さ　
い　
。　

（　
生　
野　
町　
）　
３　
名　
様　

（　
和　
田　
山　
町　
）　
３　
名　
様　

（　
山　
東　
町　
）　
３　
名　
様　

（　
朝　
来　
町　
）　
３　
名　
様　

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、　
名
前
、　
住

所
、　
電
話
番
号
、　
郵
便
番
号
、　
特
産
品
番

号
を
ご
記
入
の
上
、　
下
記
の
住
所
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。
締
切
は
３
月
31
日　
（
月
）　

必
着
。

前　
号　
の　
答　
え　
は　「　
御　
立　
」　で　
し　
た　
。　
当　
選　

者　
は　
大　
阪　
市　
・　
坂　
井　
岳　
夫　
さ　
ん　
、　
岡　
山　
県　
・　

万　
代　
悦　
子　
さ　
ん　
、　
小　
野　
市　
・　
井　
上　
初　
代　
さ　

ん　
、　
篠　
山　
市　
・　
久　
下　
美　
保　
子　
さ　
ん　
、　
浜　
坂　

町　
・　
水　
田　
音　
光　
さ　
ん　
、　
和　
田　
山　
町　
・　
和　
田　
や　

す　
子　
さ　
ん　
他　
３　
名　
様　
に　
決　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　

特　
産　
品　
を　
お　
送　
り　
し　
ま　
す　
。　
お　
め　
で　
と　
う　

ご
ざ
い
ま
し
た
。　

■おたより、クイズの答え

など、上記までどしどしお

寄せください。

6 6 8 0 0 4 3

兵　
庫　
県　
豊　
岡　
市　

桜　
町　
10
│　
11

Ｔ　
２　
編　
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部　
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四　

1 0

田
城
に
桜
の
木
が
あ
れ
ば
と

言　
っ　
た　
の　
は　
、　
間　
違　
い　
で　
あ　

っ　
た　
こ　
と　
が　
わ　
か　
り　
ま　
し　
た　
。　
城　
へ　

の　
道　
が　
険　
し　
く　
木　
々　
を　
見　
る　
余　
裕　
が　

な　
か　
っ　
た　
の　
か　
と　
反　
省　
し　
ま　
す　
。　
で　

も　
、　
相　
当　
の　
お　
年　
寄　
り　
も　
登　
っ　
て　
お　

ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
故　
郷　
の　
景　
観　
を　
懐　
か　

し　
ん　
で　
お　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
但　
馬　
の　
景　

色　
は　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
地　
区　
で　
異　
な　
り　

何
度
で
も
行
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

明
石
市
　
植
田
健
嗣
さ
ん

豆　

ス　

Ｔ２編集部の電話番号

表　
紙　
か　
ら　
の　
伝　
言　

水　
仙　
は　
ヒ　
ガ　
ン　
バ　
ナ　
科　
ス　
イ　
セ　
ン　
属　

の　
植　
物　
の　
総　
称　
。　
地　
中　
海　
沿　
岸　
原　
産　

と　
し　
て　
、　
北　
半　
球　
の　
暖　
帯　
に　
分　
布　
。　

約　
30
種　
あ　
り　
、　
園　
芸　
品　
種　
が　
多　
い　
。　

但　
馬　
で　
は　
２　
〜　
４　
月　
頃　
、　
花　
を　
つ　
け　

る　
。　
平　
安　
末　
期　
に　
中　
国　
か　
ら　
日　
本　
に　

渡　
来　
と　
伝　
え　
ら　
れ　
る　
。　
き　
れ　
い　
な　
花　

の　
姿　
と　
芳　
香　
が　
ま　
る　
で　
「　
仙　
人　
」　
の　
よ　

う
な
と
こ
ろ
か
ら
命
名
さ
れ
た
。

は
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
始
め

た　
マ　
ラ　
ソ　
ン　
に　
但　
馬　
各　
地　
や　

西　
脇　
、　
大　
阪　
な　
ど　
…　
参　
加　
し　
て　
い　
ま　

す　
が　
、　
５　
月　
の　
浜　
坂　
麒　
麟　
獅　
子　
や　
９　

月　
の　
香　
住　
潮　
風　
マ　
ラ　
ソ　
ン　
な　
ど　
が　
参　

加　
賞　
も　
良　
く　
楽　
し　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
65

歳　
頃　
ま　
で　
は　
ハ　
ー　
フ　
や　
フ　
ル　
マ　
ラ　
ソ　

ン　
も　
完　
走　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
５　
年　

程　
前　
よ　
り　
坐　
骨　
神　
経　
痛　
に　
悩　
ま　
さ　

れ　
、　
リ　
ハ　
ビ　
リ　
を　
続　
け　
な　
が　
ら　
５　
キ　

ロ　
に　
チ　
ャ　
レ　
ン　
ジ　
し　
両　
立　
さ　
せ　
て　
い　

ま　
す　
。　
今　
後　
も　
イ　
ベ　
ン　
ト　
イ　
ン　
フ　
ォ　

メ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
を　
参　
考　
に　
満　
70
歳　
ま　
で　

が
ん
ば
り
ま
す
。

生
野
町
　
神
崎
津
根
男
さ
ん

私　

９　

竹　

先　

生野町銀山湖

村岡町兎和野高原

浜坂町諸寄

よ
も
ぎ
う
ど
ん

し
ょ
う
ゆ
の
セ
ッ
ト

竹
泉
・
華
吟
醸

銘
茶
と
黒
大
豆
入
り
み
そ
の

セ
ッ
ト



青い海と空が心に染み渡る奄美大島。
大島紬ができるまでには、約5 0工程あり、多く
の人々の技を結集して完成します。代表的な
工程を紹介しましょう。

奄美の人々への感謝と敬意を込
め、紬を着ての旅です。染めや織り
の工房見学や、地元の人々との交
流など、お楽しみがいっぱいです。
今年も行きます、奄美大島へ。
あなたも一緒にいかがですか？

きものサロンけいたにでは、毎年、奄美大島へ
里帰り旅行を行っています。

染め（泥染め）絣締加工 手織り

このように染める前の
絣むしろができあがる。

7 c mほど織るたびに、経糸をゆ
るめ、針で精巧な柄に整える。
糸の状態を確認しながら、話し
かけながら、一反織り上げるの
に約3カ月もかかる根気のいる
女性の仕事。

精巧な絣模様を支える締機。
力のいる男の仕事。

テーチ木（車輪梅という奄美の地に
根付く木）を乾燥させチップ状にし、

大きな釜で煮出すと
染料ができる。

テーチ木からとった染料で絣むしろを染めること2 0
回。その絣むしろを泥田の中で更に染めること1回。
このセットを3～4回繰り返すと渋い黒の色調に染め
上がる。

いよいよ
染め開始！

なめらかな泥
手もすべすべに

なるよ！

82歳の
おばあちゃんが

織ってます20回

繰り返すこと
3～4回

1回

大島紬の工程を
見せていただき、
人々の心と技が作
り上げる作品で、

想像以上の過酷な
労働にはビックリ

しました

着物を着て、紬の故郷を旅しませんか？

新しい発見や感動があります

人々とのふれあいで
島唄と合わせた踊りも
とても楽しかった！

（かすりしめ
かこう）

不安定な
足元で常に中腰の

ほんとうに
大変な仕事だ

ドコモショップ
豊 岡 店

豊岡市九日市下町161-1
営業時間／AM9:00～PM6:30

TEL.0796-24-7373

ドコモショップ
但 馬 店

朝来郡和田山町林垣566-1
営業時間／AM9:00～PM6:30

TEL.079-672-0855

一日のおわりに、

元気な「ただいま」。

▼豊岡消防署から南へ200ｍ右側

▼和田山・右岸道路沿い

●ドコモショップ豊岡店
http://plaza13.mbn.or.jp/̃ds_toyooka/

●ドコモショップ但馬店
http://plaza3.mbn.or.jp/̃ds_tajima/

年 中 無 休

年 中 無 休

●マナーもいっしょに携帯しましょう
【ご契約時にご持参いただくもの】 ●新規ご契約時の場合／ご本人の証明書（運転免許証・
保険証等）、銀行通帳、銀行印、公共料金の領収証（発行3カ月以内で住所が印字されている
もの） ※未成年者の方は、保護者の同意書が必要です。

新規契約から故障修理まで

携帯電話・PHS・モバイル商品のことなら

ドコモショップへ！
どちらも
お申し込みから

でお使いいただけます。
お待たせいたしません！！

・新 規 契 約 機 種 変 更

約10 分

大
き
く
、

色
鮮
や
か
に
表
示
！

楽しさをそのまま伝える！
撮った写真をすぐに送信で
きる「iショット」、大好評！

SH251is ジュエルホワイト


